インターンシップ研究成果の地域への還元 by 山下,洋史
46
プロジェクト10　活動報告
インターンシップ研究成果の地域への還元
山　下　洋　史☆
1．商学部のインターンシップとProject　lO
　商学部は，インターンシップをカリキュラムの一つの柱として位置づけており，本学で最初に
インターンシップを正規授業科目化した学部でもある。また，千代田区が2002年に初めてイン
ターンシップを開始したときに，受け入れた学生も明治大学商学部の学生であった。それ以前に
も，商学部ではゼミを基盤とした浦安市役所でのインターンシップの実績があり，インターンシッ
プを通して学生による地域行政への提言を積極的に行ってきた。
　さらに2004年には，千代田区コミュニティ振興公社でのインターンシップを行った学生が，
江戸フェスティバル（千代田区主催）の11大学対抗イベント「お江戸～ん2」（日比谷公会堂）
の企画に参加している。これはまさしく，当該現代GPプログラムの基本コンセプトである「大
学の教育力を地域に生かすとともに，地域の教育力を大学に生かす」ことそのものである。
　一方，研究の面でも，科研費研究としては珍しい，インターンシップに焦点を当てた研究（ジョ
ブ・インターンシップと人材情報システム）に商学部教員2名が参加し，学会発表や研究会を通
して積極的な研究活動を展開している。商学部の学生も，この研究活動に参加し，商学部教員と
の共同研究を学会の全国大会で発表した実績がある。
　Project　10（インターンシップ研究）は，こうした豊富なインターンシップの実績を基盤に，
千代田区およびその外郭団体や首都圏の企業・公共機関でのインターンシップによって，学生が
地域活性化の一端を担うと同時に，地域理解を深めることを一つのねらいとしている。また，大
学において学んだ理論を実務の場で確認するための「場」を与え，その後の大学での学習や研究
に生かしていくことをねらいとしている。とりわけ，インターンシップから得た経験を，その後
の「研究」という面での動機づけに結びつけ，学生による研究活動の活性化を図っている点は，
当該現代GPのProject　10における大きな特徴である。さらに，上記の科研費研究「ジョブ・
インターンシップと人材情報システム」にProject　lOの活動として商学部の学生が積極的にコ
☆　明治大学商学部教授
インターンシップ研究成果の地域への還元
　　　表l　Project　10の活動報告
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日時／場所 内　　　　　　　　　　　　　容
2006年4月～7月商学部授業科目「ジョブ・インターンシップ」事前指導
2006年5月20B
穴C大学短期大学部
第36回日本経営システム学会全国研究発表大会にて，商学部4年大割時子が，商学
萩ｳ授山下洋史・大学院商学研究科博士後期課程3年（日本学術振興会特別研究員）
ﾜ戸洋子との共同研究「インターンシップのRH（ランク・ヒエラルキー）的ジレン
}とインターネット活用」を発表（大会講演論文集，pp．102－103に掲載）
2006年5月27日
P075教室
商学部ジョブ・インターンシップ「マナー講座1」
2006年6月17日
P101教室
商学部ジョブ・インターンシップ「マナー講座2」
2006年9月30日
P105，1106教室
商学部授業科目「ジョブ・インターンシップ」成果報告会（表2参照）
2006年9月30日
潟oティタワー23F
商学部インターンシップ受入先機関との「意見交換会」（表3参照）
2006年12月2日
P083教室
商学部ジョブ・インターンシップ「2006年度マナー講座3」を開催
2006年12月2日
P083教室
商学部2007年度授業科目「ジョブ・インターンシップ」説明会を開催
2006年12月2日
P093教室
現代GP成果報告発表会にて商学部4年池田洗一が「採用。就職目的のインターンシッ
vにおける「負の側面」」を発表
2006年12月12日
P1号館2Fグローバル
?|SCM研究センター
本経営システム学会「インターンシップおよび大学教育改革GP成果」研究部会に
ﾄ，商学研究科博士後期課程1年鄭年皓と商学部4年村山賢哉が共同研究「韓国にお
ｯるインターンシップの衰退要因に関する研究」を発表
2007年1月13日
撃撃nl，1102教室
商学部2007年度授業科目「ジョブ・インターンシップ」履修予定学生への面接諮問
2007年3月22日
P083教室
現代GP「インターンシップ研究」成果報告会2007を開催
ミットし，教員や大学院生との共同研究を展開している。こうした当該現代GPのProject　10
と科研費研究のコラボレーションによる研究成果を，学会の全国大会や研究部会にて発表し（表
1を参照），高い評価を得ている。
2．当該現代GPにおけるProject　IOの活動
　Project　10の活動は，上でも述べたように，大きく3つに大別される。
　その一つは，従来あまり理論的研究が行われてこなかったインターンシップに関して，学生自
身がインターンシップの体験をふまえて教員や大学院生との共同研究を行っていくというもので
あり，これがProject　lOの最大の特徴である。そのために，　Project　lOでは教員・大学院生が学
生の研究活動に対する支援を行っており，その研究成果は，表1のように，学会やシンポジウム
にて積極的に公表している。
　二つ目は，千代田区内や首都圏の企業・公共機関でのインターンシップにより，学生が地域理
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解を深め，地域活性化に貢献することである。これは，Project　10というよりも当該現代GP全
体の目標であり，Project　10はその基盤を支える役割を果たしている。
　もう一つは，企業でのインターンシップを体験することによって，学生が大学で学んだ理論を
実務の場で実践・確認するとともに，その後の大学での授業やゼミに生かしていくことである。
これにより，授業やゼミでの学習における理解度を高める効果を発揮している。
　以上のように，Project　lOの活動は当該現代GPにとって，また商学部の教育・研究にとって，
大きな役割を担っており，今後も積極的な活動を展開していく予定である。
3．2006年度Project　10の活動実績（および予定）
　2006年度にProject　lOが展開した活動の実績は表1の通りであり，研究・教育の両面から，
学部生・大学院生・教員が一体となって積極的なECM活動を展開してきたことがわかる。とり
わけ，2006年9月30日に開催された「ジョブ・インターンシップ成果報告会」（表2を参照）
と同日に行われた商学部インターンシップ受入先機関との「意見交換会」（表3を参照）では，
当該授業履修者全員が出席者の受け入れ先企業関係者や商学部教員・大学院生に対して成果報告
のプレゼンテーションを行い，活発な討議と意見交換を行っている。この報告会においても，イ
ンターンシップを通した学生の主体的な学習とそれによる成長の様子が明確に表れており，出席
者から高い評価を得ている。
　一方，前述のように，学生自身が教員・大学院生とのコラボレーションにより「インターンシッ
プ研究」を展開しているところがProject　10の大きな特徴であり，表1のように学内のシンポ
表2　2006年度商学部「ジョブ・インターンシップ」成果報告会
教室 氏　　名 実　　　　習　　　　先 教室 氏　　名 実　　　　習　　　　先
1105櫻井　麻貴 ポラス株式会社 1106中島　優美 富士フイルム株式会社
1105勝田　剛史 コロちゃん株式会社 1106八角　元紀 株式会社ブライトンコーポレーション
1105山下　哲矢 株式会社ヒューマンテック経営研究所 1106太田　雅子 株式会社西武百貨店
1105滝本　栄子 ヴィジョネア株式会社 1106八幡　明佳 ポラス株式会社
1105山下　晋平 株式会社ダイニチ 1106関　　悠治 ドゥーマンズ株式会社
1105塚原　慶子 株式会社メニコン 1106高村　麻衣 株式会社ブライトンコーポレーション
1105大川原由季 財団法人日本ILO協会 1106高山　里美 株式会社イクスピアリ
1105田中　有香 三井不動産販売株式会社 1106野本なつ美 三浦市役所
llO5片山　昇平 橋本産業株式会社 1106小菅　脩二 株式会社日輪
llO5磯野　麻耶 浦安市役所 1106佐口摩美子 株式会社ニチレイフレッシュ
llO5加藤　紘平 三浦市役所 1106重冨　理恵 トップツアー株式会社
llO6坂上　友梨 株式会社イクスピアリ
発表者：商学部3年23名　2006年9月30日　13：30～17：00
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表32006年度商学部「ジョブ・インターンシップ」受入機関との意見交換会出席者
　　　　　　　　　　　　　　　　2006年9月30日17：30～19：30於）リパティータワー23階
NO 企業・団体名 参加人数 NO 企業・団体名 参加人数
1 株式会社イクスピアリ 1 7 富士写真フイルム株式会社 2
2 財団法人日本ILO協会 1 8 橋本産業株式会社 1
3 株式会社日輻 2 9 株式会社ニチレイフレッシュ 1
4 ポラス株式会社 2 10 三浦市役所 3
5 三井不動産販売株式会社 1 計 16
6 トップツアー株式会社 2
ジウムのみならず，学会の全国大会や研究部会においてその成果を発表している。
　こうした活動と研究による成果は，学部生の水準を超えるものであり，学内外から高く評価さ
れている。2007年度も，Project　10では当該現代GPの活動のさらなる活性化に貢献すぺく，
これらの活動と研究を発展させていく予定である。
